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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　第１部材と、その内部に配置される第２部材とを備える沈殿槽であって、

　前記第１部材は、

　上下方向に中心軸を有する円筒壁部と、

　前記円筒壁部の内部に配置され、下側に向かうに従って縮径する形状を有するロート部

とを備え、

　前記第２部材は、前記ロート部の上側に間隔を隔てて対向配置され、下側に向かうに従

って縮径する形状を有する天井部を備え、

　原水取込口が、前記ロート部と前記天井部とによって、周方向に連続するように区画さ

れ、

　汚泥排出口が、前記ロート部の中心において、前記ロート部を上下方向に貫通するよう

に形成され、

　清澄水排出口が、前記天井部の中心において、前記天井部を上下方向に貫通するように

形成されており、

　前記原水取込み口から流入する原水の流路の上下方向長さは、中心に向かうに従って広

がり、

　前記天井部は、曲線に沿うように形成されており、

　前記清澄水排出口は、上側に向かうに従って縮径することを特徴とする、沈殿槽。

【請求項２】
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　 前 記 曲 線 は 、 前 記 沈 殿 槽 の 径 方 向 の 距 離 を ｘ 、 上 下 方 向 の 距 離 を ｙ と し て プ ロ ッ ト し た

際 に 、 ｙ ＝ ｜ ｘ ・ ｔ ａ ｎ θ ＋ ｋ ／ ｘ ｜ の 式 （ た だ し 、 ｋ は 、 １ ０ 以 上 、 １ ０ ０ ０ 以 下 で あ

る ； 単 位 は 、 ｍ ｍ ） で 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 沈 殿 槽 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 清 澄 水 排 出 口 の 最 上 端 の 直 径 は 、 前 記 清 澄 水 排 出 口 の 最 下 端 の 直 径 の ５ ０ ％ 以 下 で

あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 沈 殿 槽 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 沈 殿 槽 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 金 属 加 工 工 場 、 紙 ・ パ ル プ 工 場 な ど の 工 場 や 家 庭 で 生 じ る 汚 泥 を 含 む 水 は 、 当 該 工 場 や

下 水 処 理 場 に 設 置 さ れ て い る 沈 殿 槽 に よ っ て 、 汚 泥 を 含 ま な い 清 澄 水 と 、 汚 泥 の 濃 度 が 濃

縮 さ れ た 汚 泥 水 と に 分 離 さ れ 、 清 澄 水 は 工 業 用 水 や 生 活 用 水 と し て 再 利 用 さ れ る 。 こ の よ

う な 沈 殿 槽 と し て 、 傾 斜 板 式 沈 殿 槽 が 広 く 使 用 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 傾 斜 板 式

沈 殿 槽 は 、 水 槽 の 中 に 傾 斜 し た 板 を 多 数 配 置 し 、 そ の 傾 斜 板 に 汚 泥 を 含 む 原 水 を 流 す こ と

に よ り 、 清 澄 水 と 汚 泥 水 と に 分 離 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ２ ６ ６ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 沈 殿 槽 は 、 小 型 化 さ れ て 、 持 ち 運 び な ど が 可 能 な 程 度 に な れ ば 、 様 々 な 場 所

で 清 澄 水 を 得 る こ と が で き る た め 、 便 利 で あ る 。 し か し な が ら 、 傾 斜 板 式 沈 殿 槽 で は 、 そ

の よ う な 持 ち 運 び 可 能 な タ イ プ の 沈 殿 槽 は 、 提 案 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 小 型 化 が 可 能 で あ り 、 新 規 な 分 離 槽 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 の 発 明 を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 ［ １ ］ は 、 　 第 １ 部 材 と 、 そ の 内 部 に 配 置 さ れ る 第 2部 材 と を 備 え る 沈 殿 槽 で あ

っ て 、

　 前 記 第 １ 部 材 は 、

　 上 下 方 向 に 中 心 軸 を 有 す る 円 筒 壁 部 と 、

　 前 記 円 筒 壁 部 の 内 部 に 配 置 さ れ 、 下 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 形 状 を 有 す る ロ ー ト 部

と を 備 え 、

　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 ロ ー ト 部 の 上 側 に 間 隔 を 隔 て て 対 向 配 置 さ れ 、 下 側 に 向 か う に 従

っ て 縮 径 す る 形 状 を 有 す る 天 井 部 を 備 え 、

　 原 水 取 込 口 が 、 前 記 ロ ー ト 部 と 前 記 天 井 部 と に よ っ て 、 周 方 向 に 連 続 す る よ う に 区 画 さ

れ 、

　 汚 泥 排 出 口 が 、 前 記 ロ ー ト 部 の 中 心 に お い て 、 前 記 ロ ー ト 部 を 上 下 方 向 に 貫 通 す る よ う

に 形 成 さ れ 、

　 清 澄 水 排 出 口 が 、 前 記 天 井 部 の 中 心 に お い て 、 前 記 天 井 部 を 上 下 方 向 に 貫 通 す る よ う に

形 成 さ れ て い る 、 沈 殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う な 沈 殿 槽 に よ れ ば 、 ロ ー ト 部 お よ び 天 井 部 に よ っ て 周 方 向 に 連 続 す る よ う に 区
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画 さ れ る 原 水 取 込 口 と 、 下 側 に 向 か っ て 縮 径 す る ロ ー ト 部 お よ び 天 井 部 に よ っ て 下 側 に 傾

斜 す る よ う に 区 画 さ れ る 流 路 と 、 ロ ー ト 部 の 中 心 に 位 置 す る 汚 泥 排 出 口 と 、 汚 泥 排 出 口 の

上 側 に 配 置 さ れ る 清 澄 水 排 出 口 と を 備 え て い る 。 こ の た め 、 原 水 の う ち 汚 泥 は 、 傾 斜 す る

流 路 の 底 に 沿 っ て 沈 殿 し な が ら 流 れ て 汚 泥 排 出 口 に 至 り 、 そ の 一 方 、 清 澄 水 は 、 天 井 部 に

沿 っ て 流 れ 清 澄 水 排 出 口 に 至 る 。 そ の 結 果 、 原 水 を 清 澄 水 と 、 汚 泥 が 濃 縮 し た 汚 泥 水 と に

分 離 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 沈 殿 槽 は 、 比 較 的 簡 易 な 構 成 か ら な る た め 、 小 型 化 が

可 能 で あ っ て 、 持 ち 運 び が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 ［ ２ ］ は 、 管 部 材 を さ ら に 備 え 、

　 前 記 管 部 材 の 一 端 は 、 前 記 清 澄 水 排 出 口 に 連 通 し て お り 、

　 前 記 管 部 材 の 他 端 は 、 前 記 汚 泥 排 出 口 よ り も 下 側 に 配 置 さ れ て い る 、 ［ １ ］ に 記 載 の 沈

殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の よ う な 発 明 に よ れ ば 、 サ イ フ ォ ン の 原 理 を 利 用 し て 、 管 部 材 の 他 端 か ら 自 動 的 に 清

澄 水 を 取 り 出 す こ と が で き る た め 、 吸 い 込 み ポ ン プ な ど の 動 力 源 を 必 要 と せ ず 、 持 ち 運 び

が よ り 一 層 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 ［ ３ ］ は 、 前 記 原 水 取 込 み 口 か ら 流 入 す る 原 水 の 流 路 の 上 下 方 向 長 さ は 、 中 心 に

向 か う に 従 っ て 広 が る 、 ［ １ ］ ま た は ［ ２ ］ に 記 載 の 沈 殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 発 明 に よ れ ば 、 原 水 の 流 路 が 広 が る た め 、 汚 泥 は 流 路 の 底 部 に 、 清 澄 水 は 流

路 の 天 井 部 に 沿 っ て ス ム ー ズ に 流 れ る こ と が で き 、 よ り 確 実 に 原 水 か ら 清 澄 水 と 汚 泥 と を

分 離 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 ［ ５ ］ は 、 前 記 清 澄 水 排 出 口 は 、 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 、 ［ １ ］ ～ ［ ３

］ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 沈 殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う な 発 明 に よ れ ば 、 清 澄 水 排 出 口 が 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る た め 、 清 澄 水

を 流 路 の 天 井 部 に 沿 っ て 澄 水 排 出 口 に 誘 導 し て 、 清 澄 水 排 出 口 か ら 外 部 に 排 出 さ せ る こ と

が で き る た め 、 よ り 確 実 に 原 水 か ら 清 澄 水 と 汚 泥 と を 分 離 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 ［ ５ ］ は 、 前 記 第 ２ 部 材 が 、 前 記 天 井 部 の 上 側 に 配 置 さ れ 、 上 側 に 向 か う に 従 っ

て 縮 径 す る 円 錐 部 を 備 え る 、 ［ １ ］ ～ ［ ４ ］ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 沈 殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の よ う な 発 明 に よ れ ば 、 円 筒 壁 部 内 に 原 水 を 注 入 し た 際 に 、 原 水 を 、 ス ム ー ズ に 円 周

方 向 外 側 に あ る 原 水 取 込 口 内 に 誘 導 さ せ る こ と が で き 、 よ り 短 時 間 で 原 水 を 分 離 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 ［ ６ ］ は 、 前 記 原 水 取 込 口 が 、 前 記 第 ２ 部 材 を 一 周 す る よ う に 区 画 さ れ て い る 、

［ １ ］ ～ ［ ５ ］ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 沈 殿 槽 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の よ う な 発 明 に よ れ ば 、 原 水 取 込 口 が 広 い た め 、 よ り 多 く の 原 水 を 短 時 間 に 分 離 す る

こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 沈 殿 槽 に よ れ ば 、 小 型 化 が 可 能 で あ り 、 持 ち 運 び が 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 に お け る 平 面 図 （ 上 図 ） 、 左 側 図 （ 中 段

の 左 図 ） 、 正 面 図 （ 中 段 の 右 図 ） 、 お よ び 、 底 面 図 （ 下 図 ） を 示 す 。
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【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 （ 上 図 ） 、 お よ び 、 Ｂ － Ｂ 断 面 図 （ 下 図 ） を 示 す 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の 第 １ 部 材 に お け る 平 面 図 （ 上 図 ） 、 正 面 図 （ 中 段 の 図 ） 、 お よ び

、 底 面 図 （ 下 図 ） を 示 す 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ の 蓋 材 に お け る 平 面 図 （ 上 図 ） 、 左 側 図 （ 中 段 の 左 図 ） 、 正 面 図 （

中 段 の 右 図 ） 、 お よ び 、 底 面 図 （ 下 図 ） を 示 す 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ の 上 図 の 一 部 拡 大 図 を 示 す 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ の 流 路 に 関 す る 参 考 図 を 示 す 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 を 示 す 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 を 示 す 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 例 で 作 製 し た 沈 殿 槽 の 断 面 図 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞

　 図 １ ～ 図 ６ を 用 い て 、 本 発 明 の 一 例 と し て 、 第 １ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ を 説 明 す る 。 第 １

実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 1部 材 ２ と 、 第 ２ 部 材 ３ と 、 第

１ 管 部 材 ４ と 、 第 ２ 管 部 材 ５ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 第 １ 部 材 ２ は 、 上 下 方 向 に 中 心 軸 を 持 つ 円 筒 部 材 で あ っ て 、 円 筒 壁 部 ６ と 、 ロ ー ト 部 ７

と を 一 体 的 に 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 円 筒 壁 部 ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 沈 殿 槽 １ の 外 形 を 形 成 し て お り 、 上 下 方 向 に 中 心 軸

を 持 つ 円 筒 形 状 を 有 す る 。 円 筒 壁 部 ６ は 、 そ の 上 下 方 向 長 さ が ロ ー ト 部 ７ の 上 下 方 向 長 さ

よ り も 長 く 、 ロ ー ト 部 ７ を 内 包 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 中 心 と は 、 平 面 視 に お け る 径

方 向 中 心 を 指 し 、 平 面 視 に お い て は 、 円 筒 壁 部 ６ の 中 心 は 、 後 述 す る ロ ー ト 部 ７ の 中 心 お

よ び 第 ２ 部 材 ３ の 中 心 と 一 致 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ロ ー ト 部 ７ は 、 円 筒 壁 部 ６ の 内 部 に 配 置 さ れ 、 そ の 外 周 縁 は 、 円 筒 壁 部 ６ の 内 周 縁 と 一

致 す る 。 す な わ ち 、 ロ ー ト 部 ７ は 、 円 筒 壁 部 ６ の 内 周 縁 か ら 連 続 す る よ う に 、 か つ 、 内 側

に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ロ ー ト 部 ７ は 、 そ の 中 心 方 向 か つ 下 側 に 向 か う に 従 っ

て 縮 径 す る テ ー パ 形 状 を 有 す る 。 す な わ ち 、 ロ ー ト 部 ７ は 、 即 断 面 視 に お い て 、 そ の 中 心

方 向 か つ 下 側 に 向 か っ て 直 線 状 に 傾 斜 し て お り 、 そ の 傾 斜 角 度 θ （ ロ ー ト 部 ７ の 斜 面 と 、

水 平 面 と の な す 角 、 図 ６ 参 照 ） は 、 例 え ば 、 １ ０ 度 以 上 、 ６ ０ 度 以 下 、 好 ま し く は 、 ３ ５

度 以 上 、 ５ ０ 度 以 下 で あ る 。 ロ ー ト 部 ７ の 中 心 （ す な わ ち 、 ロ ー ト 部 ７ の 最 下 端 ） に は 、

上 下 方 向 に 貫 通 す る 汚 泥 排 出 口 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 汚 泥 排 出 口 ８ の 直 径 は 、 例 え ば 、 ３

ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は 、 ５ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 ま た 、 例 え ば 、 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は 、

１ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 ロ ー ト 部 ７ は 、 原 水 が 流 れ る 流 路 １ ４ に お い て 、 底 部 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ロ ー ト 部 ７ の 外 周 端 部 に は 、 複 数 （ ４ つ ） の 被 係 止 部 ９ が 周 方 向 に 均 等 な 間 隔 を 隔 て て

形 成 さ れ て い る 。 被 係 止 部 ９ は 、 後 述 す る 第 ２ 部 材 ３ の 係 止 部 １ ０ と 勘 合 し て 、 第 ２ 部 材

３ を 第 １ 部 材 ２ に 固 定 可 能 に す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 ２ 部 材 ３ は 、 円 筒 壁 部 ６ の 内 部 に 配 置 さ れ る 内 部 部 材 で あ っ て 、 ロ ー ト 部 ７ の 上 側 に

間 隔 を 隔 て て 対 向 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 部 材 ３ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 平 面 視 視 円 形 状 を

有 す る 。 第 ２ 部 材 ３ は 、 天 井 部 １ １ と 、 そ の 上 側 に 配 置 さ れ る 円 錐 部 １ ２ を 一 体 的 に 備 え

て い る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ 部 材 ３ の 下 部 が 天 井 部 １ １ を 構 成 し 、 そ の 上 部 が 円 錐 部 １ ２ を

構 成 し て い る 。 天 井 部 １ １ は 、 第 ２ 部 材 ３ の 中 心 方 向 か つ 下 側 に 向 か っ て 従 っ て 縮 径 す る

形 状 を 有 し 、 円 錐 部 １ ２ は 、 第 ２ 部 材 ３ の 中 心 方 向 か つ 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 形

状 を 有 す る 。 天 井 部 １ １ は 、 ロ ー ト 部 ７ と 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ れ に よ り 、 天 井 部 １ １ の 周 方 向 端 縁 と 、 ロ ー ト 部 ７ と に よ っ て 、 周 方 向 に 連 続 す る 原
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水 取 込 口 １ ３ が 区 画 さ れ る 。 原 水 取 込 口 １ ３ は 、 円 筒 壁 部 ６ と 一 定 の 間 隔 を 隔 て て 僅 か に

内 側 に 位 置 し て お り 、 第 ２ 部 材 ３ の 周 端 縁 を 一 周 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、

原 水 取 込 口 ３ は 、 円 筒 面 形 状 （ 平 面 視 円 状 か つ 側 面 視 矩 形 状 ） と な る よ う に 区 画 さ れ て い

る 。 原 水 取 込 口 ３ の 上 下 方 向 長 さ は 、 例 え ば 、 １ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は 、 ２ ｍ ｍ 以 上 で あ

り 、 ま た 、 例 え ば 、 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 天 井 部 １ １ の 下 面 と ロ ー ト 部 ７ の 上 面 （ 傾 斜 面 ） と に よ っ て 、 原 水 の 通 り 道 と な

る 流 路 １ ４ が 区 画 さ れ て い る 。 側 面 視 な い し 断 面 視 に お い て 、 流 路 １ ４ の 上 下 方 向 長 さ は

、 中 心 に 向 か う に 従 っ て 広 が っ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 径 方 向 の 距 離 を Ｘ 、 上 下 方 向 の

距 離 を Ｙ と し て プ ロ ッ ト す る と 、 ロ ー ト 部 ７ の 形 状 は 、 ｙ １ ＝ ｜ ｘ ・ ｔ ａ ｎ θ ｜ の 式 が 描

く 直 線 に 沿 う よ う に 、 天 井 部 １ １ の 形 状 は 、 ｙ ２ ＝ ｜ ｘ ・ ｔ ａ ｎ θ ＋ ｋ ／ ｘ ｜ の 式 （ た だ

し 、 ｋ は 、 例 え ば 、 １ ０ 以 上 、 １ ０ ０ ０ 以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、 ５ ０ 以 上 、 ５ ０ ０ 以 下

で あ る ； 単 位 は 、 ｍ ｍ ） が 描 く 曲 線 に 沿 う こ と が 好 ま し い （ 図 ６ 参 照 ） 。 本 発 明 に お い て

、 直 線 ま た は 曲 線 に 沿 う と は 、 当 該 直 線 ま た は 当 該 曲 線 に 一 致 す る か 、 当 該 直 線 ま た は 当

該 曲 線 の 近 傍 範 囲 内 に 収 ま る こ と を 示 し 、 近 傍 範 囲 は 、 当 該 直 線 ま た は 当 該 曲 線 で 算 出 さ

れ る ｙ に 対 し て ± １ ０ ％ 以 内 の 範 囲 で あ る 。 こ れ に よ り 、 原 水 の 流 路 １ ４ の 周 方 向 断 面 積

（ ２ ｘ × π × （ ｙ ２ ̶ ｙ １ ） ） が 、 径 方 向 （ ｘ ） に お い て 一 定 （ ２ ｋ π ） と な る た め 、 よ

り 安 定 し て 原 水 を 流 路 １ ４ 内 に 流 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 第 ２ 部 材 ３ の 平 面 視 中 心 に は 、 第 ２ 部 材 ３ の 天 井 部 １ １ お よ び 円 錐 部 １ ２ を 上 下 方 向 に

貫 通 す る 清 澄 水 排 出 口 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ は 、 天 井 部 １

１ の 中 心 か ら 円 錐 部 １ ２ の 中 心 に 連 通 し て い る 。 清 澄 水 排 出 口 １ ５ と 、 汚 泥 排 出 口 ８ は 平

面 視 に お い て 略 一 致 し 、 上 下 方 向 に 対 向 配 置 さ れ て い る 。 清 澄 水 排 出 口 １ ５ は 、 第 ２ 部 材

３ の 最 下 端 か ら 最 上 端 ま で に 至 っ て お り 、 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 し て い る 。 清 澄 水 排

出 口 １ ５ の 最 上 端 （ す な わ ち 、 第 2部 材 ３ の 最 上 端 に 相 当 ） の 直 径 は 、 例 え ば 、 清 澄 水 排

出 口 １ ５ の 最 下 端 （ す な わ ち 、 第 2部 材 ３ の 最 下 端 に 相 当 ） の 直 径 の ５ ０ ％ 以 下 、 好 ま し

く は 、 ４ ０ ％ 以 下 で あ り 、 ま た 、 例 え ば 、 ５ ％ 以 上 、 好 ま し く は 、 １ ０ ％ 以 上 で あ り 、 具

体 的 に は 、 例 え ば 、 ３ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は 、 ５ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 ま た 、 例 え ば 、 ２ ０ ｍ

ｍ 以 下 、 好 ま し く は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 天 井 部 １ １ の 外 周 縁 に は 、 複 数 （ ４ つ ） の 係 止 部 １ ０ が 周 方 向 に 均 等 な 間 隔 を 隔 て て 形

成 さ れ て い る 。 係 止 部 １ ０ は 、 径 方 向 外 側 に 僅 か に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 複 数

の 係 止 部 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 複 数 の 被 係 止 部 ９ に 勘 合 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ 部 材 ３ は 、

第 １ 部 材 ２ と 着 脱 可 能 な よ う に 、 固 定 さ れ る 。 ま た 、 円 錐 部 １ ２ に は 、 複 数 （ ２ つ ） の 把

持 部 １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 把 持 部 １ ６ は 、 円 錐 部 １ ２ か ら 上 側 に 向 か っ て 突 出 す る 略 円

柱 状 を 有 し て い る 。 把 持 部 １ ６ を 把 持 し て 、 円 周 方 向 に 回 転 す る こ と に よ り 、 被 係 止 部 ９

と 被 係 止 部 １ ０ と を 勘 合 ま た は 離 合 す る こ と が で き 、 第 １ 部 材 ２ と 第 ２ 部 材 ３ と の 着 脱 可

能 を 容 易 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 １ 部 材 ２ お よ び 第 ２ 部 材 ３ は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｅ （ ポ リ エ チ レ ン ） 、 Ｐ Ｐ （ ポ リ プ ロ ピ レ

ン ） 、 Ｐ Ｅ Ｔ （ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 Ｅ Ｖ Ａ （ エ チ レ ン ビ ニ ル ア セ テ ー ト ） な

ど の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ； 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 材 料 ； 木 材 な ど が 挙 げ ら れ る が

、 加 工 性 お よ び 軽 量 性 の 観 点 か ら 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 第 ２ 部 材 ３ は 、 中 空 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 部 材 ３ は 、 円 錐 部 １ ２ を 構 成 す る 上 板 と 、

天 井 部 １ １ を 構 成 す る 下 板 と 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ の 内 壁 を 構 成 す る 略 円 形 状 の 管 と を 一 体

化 し て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 第 １ 管 部 材 ４ は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ で あ り 、 第 ２ 部 材 ３ の 円 錐 部 １ ２ と 連 結 し て い る 。

第 １ 管 部 材 ４ の 一 端 １ ７ は 、 円 錐 部 １ ２ の 内 側 に 挿 通 さ れ て 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ と 連 通 し
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て い る 。 第 １ 管 部 材 ４ の 他 端 １ ８ は 、 ロ ー ト 部 材 １ の 貫 通 孔 １ ９ お よ び 円 筒 壁 部 ６ の 下 端

に あ る 開 口 ２ ０ を 通 過 し て 、 円 筒 壁 部 ６ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 他 端 １ ８

は 、 ロ ー ト 部 ７ の 下 端 よ り も 下 側 に 配 置 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 ２ 管 部 材 ５ は 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ で あ り 、 第 １ 部 材 ２ の ロ ー ト 部 ７ と 連 結 し て い る 。

第 ２ 管 部 材 ５ の 一 端 は 、 ロ ー ト 部 ７ の 内 側 に 挿 通 さ れ て 、 汚 泥 排 出 口 ８ と 連 通 し て い る 。

第 ２ 管 部 材 ５ の 他 端 は 、 円 筒 壁 部 ６ の 下 端 に あ る 開 口 ２ ０ を 通 過 し て 、 円 筒 壁 部 ６ の 外 側

に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 沈 殿 槽 １ の 大 き さ は 、 限 定 的 で な い が 、 例 え ば 、 第 １ 部 材 ２ の 直 径 は 、 例 え ば 、 １ ０ ０

ｍ ｍ 以 上 、 ５ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、 上 下 方 向 長 さ は 、 例 え ば 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 、 ５ ０ ０ ｍ

ｍ 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の よ う な 沈 殿 槽 １ に よ れ ば 、 汚 泥 を 含 む 原 水 を 、 汚 泥 水 と 、 清 澄 水 と に 分 離 す る こ と

が で き る 。 例 え ば 、 粒 子 径 が １ ０ μ ｍ 以 上 の 粒 子 を 含 む 原 水 に 対 し て 、 当 該 粒 子 を 高 濃 度

に 含 む 汚 泥 水 と 、 当 該 粒 子 を 実 質 的 に 含 ま な い 清 澄 水 と に 分 離 す る こ と が で き る 。 特 に 、

例 え ば 、 金 属 加 工 工 場 、 紙 ・ パ ル プ 工 場 な ど の 工 場 で 生 じ た 汚 泥 を 含 む 水 に 対 し て 有 効 に

利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 特 に 、 こ の よ う な 沈 殿 槽 １ に よ れ ば 、 原 水 の う ち 汚 泥 は 、 傾 斜 す る 流 路 １ ４ の 底 に 沿 っ

て 沈 殿 し な が ら 流 れ て い き 汚 泥 排 出 口 ８ に 至 る と と も に 、 清 澄 水 は 、 天 井 部 １ １ に 沿 っ て

流 れ て い き 清 澄 水 排 出 口 １ ５ に 至 る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の た め 、 原 水 を 清 澄 水 と 、 汚 泥 が 濃

縮 し た 汚 泥 水 と に 分 離 す る こ と が で き る 。 ま た 、 比 較 的 簡 易 な 構 成 か ら な る た め 、 小 型 化

が 可 能 で あ り 、 持 ち 運 び が 可 能 で き る 。 ま た 、 円 筒 形 状 の 内 部 に 、 原 水 取 込 口 １ ３ 、 汚 泥

排 出 口 ８ お よ び 清 澄 水 排 出 口 １ ５ を 形 成 で き 、 沈 殿 槽 １ の 外 形 は 円 筒 形 状 と な り 、 複 雑 な

突 起 物 な ど を 備 え な い た め 、 持 ち 運 び 性 も 良 好 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 沈 殿 槽 １ は 、 第 １ 管 部 材 ４ を さ ら に 備 え 、 第 １ 管 部 材 ４ の 一 端 １ ７ は 、 清 澄 水 排

出 口 １ ５ に 連 通 し て お り 、 第 １ 管 部 材 ４ の 他 端 １ ８ は 、 汚 泥 排 出 口 ８ よ り も 下 側 に 配 置 さ

れ て い る 。 こ の た め 、 サ イ フ ォ ン の 原 理 を 利 用 し て 、 第 １ 管 部 材 ４ の 他 端 １ ８ か ら 自 動 的

に 清 澄 水 を 取 り 出 す こ と が で き る た め 、 吸 い 込 み ポ ン プ な ど の 動 力 源 を 必 要 と せ ず 、 持 ち

運 び が よ り 一 層 容 易 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 断 面 視 に お い て 、 流 路 １ ４ の 上 下 方 向 長 さ は 、 中 心 に 向 か う に 従 っ て 広 が る 。 こ

の た め 、 汚 泥 は 流 路 １ ４ の 底 部 に 、 清 澄 水 は 第 ２ 部 材 ３ の 天 井 部 １ １ に 沿 っ て ス ム ー ズ に

流 れ る こ と が で き 、 よ り 確 実 に 原 水 か ら 清 澄 水 と 汚 泥 と を 分 離 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 前 記 清 澄 水 排 出 口 １ ５ は 、 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 。 こ の た め 、 清 澄 水 １

を 流 路 の 天 井 部 １ １ に 沿 っ て 澄 水 水 排 出 口 １ ５ に 誘 導 し て 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ か ら 外 部 に

排 出 さ せ る こ と が で き る た め 、 よ り 確 実 に 原 水 か ら 清 澄 水 と 汚 泥 と を 分 離 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 、 沈 殿 槽 １ で は 、 天 井 部 １ １ の 上 側 に は 、 上 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 円 錐 部 １

２ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 沈 殿 槽 １ 内 に 原 水 を 注 入 し た 際 に 、 原 水 を 、 ス ム ー ズ に

円 周 方 向 外 側 に あ る 原 水 取 込 口 １ ３ 内 に 誘 導 さ せ る こ と が で き 、 よ り 短 時 間 で 原 水 を 分 離

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ＜ 第 ２ ～ ３ 実 施 形 態 ＞

　 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ で は 、 第 １ 部 材 ２ お よ び 第 ３ 部 材 ３ は 、 平 面 視 円 形 状 を 有

し 、 原 水 取 込 口 １ ３ は 、 第 ２ 部 材 ３ を 一 周 す る よ う に 区 画 さ れ て い る が 、 例 え ば 、 図 ７ に

10

20

30

40

50



(7) JP  7246800  B1  2023.3.28

示 す よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ で は 、 第 １ 部 材 ２ お よ び 第 ３ 部 材 ３ が 、 平 面 視 半 円

形 状 を 有 し 、 原 水 取 込 口 １ ３ は 、 第 ２ 部 材 ３ の 半 円 に 沿 う よ う に 区 画 さ れ て い て も よ い 。

ま た 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 ３ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ で は 、 第 １ 部 材 ２ お よ び 第 ３

部 材 ３ が 、 平 面 視 扇 形 状 を 有 し 、 原 水 取 込 口 １ ３ は 、 第 ２ 部 材 ３ の 円 弧 に 沿 う よ う に 区 画

さ れ て い て も よ い 。 好 ま し く は 、 よ り 多 く の 原 水 を 安 定 し て 短 時 間 に 分 離 す る こ と が で き

る 観 点 か ら 、 第 １ 実 施 形 態 の 沈 殿 槽 １ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ＜ 変 形 例 ＞ 　

　 上 記 第 １ ～ ３ 実 施 形 態 で は 、 小 型 サ イ ズ の 沈 殿 槽 １ を 例 示 し て い る が 、 例 え ば 、 本 発 明

の 沈 殿 槽 １ は 、 上 記 実 施 形 態 で 例 示 し た 大 き さ に 代 表 さ れ る 小 型 サ イ ズ に 限 定 さ れ ず 、 そ

れ よ り も 大 き い 大 型 サ イ ズ の 沈 殿 槽 １ と し て も 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ＜ 実 施 例 ＞

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 例 を 記 載 す る が 、 本 発 明 は 、 下 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。

　 市 販 の ３ Ｄ プ リ ン ト 製 造 装 置 を 用 い て 、 図 １ ～ ６ に 記 載 の 沈 殿 槽 を 製 造 し た 。 各 部 材 の

大 き さ は 、 お よ そ 下 記 の 通 り と し た （ 図 ９ 参 照 ） 。 第 １ 部 材 ２ の 直 径 ａ は １ ４ ０ ｍ ｍ 、 そ

の 上 下 方 向 長 さ ｂ は １ ６ ３ ｍ ｍ 、 ロ ー ト 部 ７ の 角 度 θ は ４ ５ 度 、 天 井 部 の 曲 線 の 定 数 ｋ は

１ ０ ０ 、 第 ２ 部 材 ３ の 直 径 ｃ は １ ０ ０ ｍ ｍ 、 そ の 最 大 高 さ ｄ は ５ ３ ｍ ｍ 、 原 水 取 込 口 １ ３

の 上 下 方 向 長 ｅ は ２ ｍ ｍ 、 汚 泥 排 出 口 ８ の 直 径 ｆ は ７ ｍ ｍ 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ の 最 下 端 の

直 径 ｇ は ２ ０ ｍ ｍ 、 そ の 最 上 端 の 直 径 ｈ は ７ ｍ ｍ 。 な お 、 図 ９ に お い て 、 第 １ 管 部 材 ４ お

よ び 第 ２ 管 部 材 ５ は 省 略 さ れ て い る が 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 配 置 し た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 得 ら れ た 沈 殿 槽 １ に 、 汚 泥 入 り の 茶 色 い 水 を 内 部 （ 円 錐 部 １ ２ ） に 向 か っ て 流 し 続 け た

と こ ろ 、 数 分 後 に は 、 安 定 し て 、 清 澄 水 排 出 口 １ ５ を 通 じ て 第 １ 管 部 材 ４ か ら 透 明 な 水 が

排 出 さ れ 、 汚 泥 排 出 口 ８ を 通 じ て 第 ２ 管 部 材 ５ か ら 濃 く 濁 っ た 茶 色 い 水 が 排 出 さ れ 続 け た

。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

１ 　 沈 殿 槽

２ 　 第 １ 部 材

３ 　 第 ２ 部 材

４ 　 第 １ 管 部 材

５ 　 第 ２ 管 部 材

６ 　 円 筒 壁 部

７ 　 ロ ー ト 部

８ 　 汚 泥 排 出 口

９ 　 被 係 止 部

１ ０ 　 係 止 部

１ １ 　 天 井 部

１ ２ 　 円 錐 部

１ ３ 　 原 水 取 込 口

１ ４ 　 流 路

１ ５ 　 清 澄 水 排 出 口

１ ６ 　 把 持 部

１ ７ 　 一 端

１ ８ 　 他 端

１ ９ 　 貫 通 孔

２ ０ 　 開 口
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【 要 約 】

【 課 題 】 小 型 化 が 可 能 な 分 離 槽 を 提 供 す る こ と 。

【 解 決 手 段 】 沈 殿 槽 １ は 、 第 １ 部 材 ２ と 、 そ の 内 部 に 配 置 さ れ る 第 2部 材 ３ を 備 え 、 第 １

部 材 １ は 、 円 筒 壁 部 ６ と 、 円 筒 壁 部 ６ の 内 部 に 配 置 さ れ 、 下 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る

形 状 を 有 す る ロ ー ト 部 ７ と を 備 え 、 第 ２ 部 材 ３ は 、 ロ ー ト 部 ７ の 上 側 に 間 隔 を 隔 て て 対 向

配 置 さ れ 、 下 側 に 向 か う に 従 っ て 縮 径 す る 形 状 を 有 す る 天 井 部 １ １ を 備 え る 。 原 水 取 込 口

１ ３ は 、 ロ ー ト 部 ７ と 天 井 部 １ １ と に よ っ て 、 周 方 向 に 連 続 す る よ う に 区 画 さ れ て い る 。

汚 泥 排 出 口 ８ は 、 ロ ー ト 部 ７ の 中 心 に お い て 、 ロ ー ト 部 ７ を 上 下 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形

成 さ れ て い る 。 　 清 澄 水 排 出 口 １ ５ は 、 天 井 部 １ １ の 中 心 に お い て 、 天 井 部 １ １ を 上 下 方

向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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